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(百万円未満切捨て)
１．2024年３月期の連結業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 751,777 8.9 40,996 9.5 41,728 9.4 29,126 13.3

2023年３月期 690,462 6.4 37,452 10.0 38,134 9.8 25,703 7.8
(注) 包括利益 2024年３月期 29,191百万円( 12.6％) 2023年３月期 25,924百万円( 7.4％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年３月期 249.07 － 11.9 10.7 5.5

2023年３月期 219.83 219.82 11.3 11.1 5.4
(参考) 持分法投資損益 2024年３月期 －百万円 2023年３月期 －百万円

(注) 当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 420,208 253,090 60.2 2,164.06

2023年３月期 360,672 236,328 65.5 2,020.97
(参考) 自己資本 2024年３月期 253,090百万円 2023年３月期 236,298百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2024年３月期 41,188 △74,850 22,487 69,698

2023年３月期 37,380 △28,512 △17,326 80,872

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年３月期 － 50.00 － 50.00 100.00 11,692 45.5 5.1

2024年３月期 － 57.00 － 57.00 114.00 13,332 45.8 5.4

2025年３月期(予想) － 65.00 － 65.00 130.00 49.9

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 397,000 6.8 22,650 9.9 22,200 5.9 14,850 5.7 126.99

通 期 803,000 6.8 46,200 12.7 45,300 8.6 30,450 4.5 260.38



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期 119,331,184株 2023年３月期 119,331,184株

② 期末自己株式数 2024年３月期 2,379,523株 2023年３月期 2,407,916株

③ 期中平均株式数 2024年３月期 116,942,698株 2023年３月期 116,923,310株

(参考) 個別業績の概要
１．2024年３月期の個別業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 463,474 7.0 24,695 8.8 25,297 9.1 17,769 12.8

2023年３月期 433,068 4.1 22,705 9.3 23,195 8.9 15,747 6.0

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期 151.95 －

2023年３月期 134.69 134.68

(注) 当事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 298,163 174,962 58.7 1,496.02

2023年３月期 255,120 169,578 66.5 1,450.09

(参考) 自己資本 2024年３月期 174,962百万円 2023年３月期 169,549百万円

２．2025年３月期の個別業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 244,200 6.5 13,250 2.1 8,800 0.3 75.25

通 期 493,000 6.4 27,200 7.5 18,200 2.4 155.63

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等につきいましては、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧くださ
い。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度（2023年４月１日～2024年３月31日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の分類

が「５類感染症」に移行したこと等に伴い、国内需要・インバウンド需要が緩やかに回復し、経済・社会活動が正

常化へと進みました。一方、資源価格の高騰等による継続的な物価上昇や、中国経済の懸念、海外経済の回復ペー

ス鈍化等により、依然として、景気の先行きは不透明な状況が続いております。加えて当業界におきましては、同

業他社との出店競争や大手同士の業界再編、他業態との競争等、経営環境は一層厳しさを増しております。また、

商品動向は、新型コロナウイルス感染症対策関連商品の反動減が残る一方、繁華街の医薬品・化粧品を中心にイン

バウンド需要等の回復が見られました。

このような状況のもと、当社グループは、引き続き「安心・信頼・便利の提供」をキーワードに、専門性を一層

高め、お客様に必要かつ期待される質の高いサービスレベルの向上を達成すべく、積極的な新規出店・改装を実施

しました。経費面においては、更なる生産性向上を図るべくデジタル化（省人化）等に取り組み、継続してエネル

ギーの使用量抑制に努めてまいりました。また、2023年11月29日に競争力強化を目指し、BCPE KNIGHT HOLDINGS

CAYMAN, L.P.と資本提携契約を締結し、2024年２月29日に㈱キリン堂ホールディングスを持分法適用会社といたし

ました。

当連結会計年度の当社グループ全体の出店などの状況は、110店舗を新規出店し114店舗で改装をしたほか17店舗

を閉店し活性化を図りました。

この結果、当連結会計年度末の当社グループ全体の店舗数は、ドラッグストア事業1,080店舗（直営店832店舗、

㈱星光堂薬局78店舗、㈱サンドラッグプラス72店舗、㈱大屋60店舗、フランチャイズ等38店舗）、ディスカウント

ストア事業393店舗（ダイレックス㈱393店舗）の合計1,473店舗となりました。

当連結会計年度の業績は、売上高7,517億77百万円（前期比8.9％増）、営業利益409億96百万円（同9.5％増）、

経常利益417億28百万円（同9.4％増）、親会社株主に帰属する当期純利益291億26百万円（同13.3％増）となり、増

収・増益となりました。

セグメント業績等の概要は次のとおりであります。

＜ドラッグストア事業＞

ドラッグストア事業は、インバウンド需要がコロナ禍前水準の約75％程度（下期）まで回復していることに加え、

外出機会の増加による化粧品や風邪薬需要の回復により既存店売上高が堅調に推移しました。また積極的な新規出

店等により、売上高が前期を上回りました。出店などの状況は、76店舗を新規出店し、99店舗を改装し活性化を図

りました。

以上の結果、ドラッグストア事業の売上高は4,914億14百万円（前期比8.8％増）、営業利益は257億７百万円（同

8.6％増）となり、増収・増益となりました。

＜ディスカウントストア事業＞

ディスカウントストア事業は、原材料価格の高騰に伴う市場の食品価格の上昇により、ディスカウント事業の食

品部門が大幅に伸長し、既存店の売上高前期比を３％押し上げました。出店などの状況は、34店舗を新規出店し15

店舗を改装し活性化を図りました。

以上の結果、ディスカウントストア事業の売上高は3,138億38百万円（前期比8.8％増）、営業利益は152億88百万

円（同10.9％増）となり、増収・増益となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ595億35百万円増加し、4,202億８百万円となり

ました。主な要因は、㈱キリン堂ホールディングスの持分法適用会社化による投資有価証券の増加、新規出店、改

装による有形固定資産の増加等によるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ427億74百万円増加し、1,671億18百万円となりました。主な要因は、㈱キ

リン堂ホールディングスの持分法適用会社化による短期借入金の増加等によるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ167億61百万円増加し、2,530億90百万円となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ111億73

百万円減少し、696億98百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、前期に比べ38億８百万円増加し、411億88百万円となりました。これは主に、

積極的な新規出店、改装による減価償却費の増加、税金等調整前当期純利益が増加したこと等によるものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、前期に比べ463億37百万円増加し、748億50百万円となりました。これは主

に、㈱キリン堂ホールディングスの持分法適用会社化による投資有価証券の取得による支出、新規出店、改装に

よる有形固定資産の取得による支出が増加したこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、前期に比べ398億13百万円増加し、224億87百万円となりました。これは主

に、㈱キリン堂ホールディングスの持分法適用会社化による短期借入れによる収入が増加したこと等によるもの

であります。

（４）今後の見通し

次期連結会計年度におけるわが国経済は、インバウンド需要の緩やかな回復等により正常化へ進んだものの、物

価の上昇により消費者の節約志向は一段と強くなり、依然として景気の先行きは不透明な状態が続くと予想されま

す。

当業界におきましては、同業他社との出店競争や大手同士の業界再編、他業種との競争、人口減・少子高齢化に

よる労働力不足等、経営環境は一層厳しさを増しております。

このような状況をふまえ、当社グループは、国内店舗網の更なる拡大に向け立地に適した業態による新規出店の

加速、ＥＣ事業及び調剤事業の拡大を図ります。また、プライベートブランド商品の開発、品揃えの充実、高いサ

ービスレベルを維持するための教育や各種業務におけるデジタル化（省人化）推進による生産性向上を図り、競合

他社をはじめ他業種との差別化を図ってまいります。

2025年３月期は、グループ合計120店舗（ドラッグストア事業85店舗、ディスカウントストア事業35店舗）の新規

出店を計画しております。また、既存店におきましては、引き続き店舗改装などを行い活性化を図ってまいりま

す。

その結果、次期の連結業績につきましては、売上高8,030億円（前期比6.8％増）、営業利益462億円（同12.7％

増）、経常利益453億円（同8.6％増）、親会社株主に帰属する当期純利益304億50百万円（同4.5％増）を予想して

おります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループにおきましては、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準に基

づき連結財務諸表を作成しております。

なお、今後のＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を踏まえ、適切に対応して

いく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 80,872 69,698

売掛金 22,224 26,740

商品 82,700 90,970

貯蔵品 327 322

未収入金 15,284 15,900

その他 4,503 4,610

貸倒引当金 △5 -

流動資産合計 205,907 208,243

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 117,370 136,203

減価償却累計額 △46,028 △51,182

建物及び構築物（純額） 71,341 85,020

工具、器具及び備品 58,708 70,014

減価償却累計額 △40,456 △46,322

工具、器具及び備品（純額） 18,252 23,691

土地 7,757 8,514

その他 3,526 4,103

減価償却累計額 △629 △793

その他（純額） 2,897 3,309

有形固定資産合計 100,248 120,536

無形固定資産

のれん 1,671 1,556

その他 7,433 7,587

無形固定資産合計 9,104 9,143

投資その他の資産

投資有価証券 334 35,808

長期貸付金 8,005 7,645

繰延税金資産 7,182 8,155

再評価に係る繰延税金資産 796 796

敷金及び保証金 26,825 27,828

その他 2,342 2,149

貸倒引当金 △75 △98

投資その他の資産合計 45,411 82,284

固定資産合計 154,764 211,964

資産合計 360,672 420,208
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 74,006 77,371

短期借入金 - 35,000

未払法人税等 8,249 7,547

契約負債 5,024 5,982

その他 25,968 29,565

流動負債合計 113,249 155,466

固定負債

役員退職慰労引当金 303 315

退職給付に係る負債 1,993 2,158

資産除去債務 6,156 6,644

その他 2,641 2,533

固定負債合計 11,095 11,651

負債合計 124,344 167,118

純資産の部

株主資本

資本金 3,931 3,931

資本剰余金 7,430 7,496

利益剰余金 230,658 247,272

自己株式 △3,940 △3,894

株主資本合計 238,080 254,806

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 82 139

土地再評価差額金 △1,805 △1,805

退職給付に係る調整累計額 △58 △50

その他の包括利益累計額合計 △1,781 △1,716

新株予約権 29 -

純資産合計 236,328 253,090

負債純資産合計 360,672 420,208
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

売上高 690,462 751,777

売上原価 518,516 562,457

売上総利益 171,946 189,319

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 1 17

役員退職慰労引当金繰入額 7 11

給料手当及び賞与 49,681 54,195

退職給付費用 638 638

賃借料 29,590 31,383

減価償却費 12,008 15,012

その他 42,566 47,063

販売費及び一般管理費合計 134,493 148,323

営業利益 37,452 40,996

営業外収益

受取利息 119 120

受取配当金 6 7

受取手数料 74 91

固定資産受贈益 254 350

その他 270 220

営業外収益合計 725 791

営業外費用

支払利息 36 32

貸倒引当金繰入額 2 -

その他 4 26

営業外費用合計 43 59

経常利益 38,134 41,728

特別利益

固定資産売却益 157 21

違約金収入 5 133

受取補償金 25 4

国庫補助金 451 429

その他 20 20

特別利益合計 660 610

特別損失

解約違約金 123 -

固定資産売却損 13 -

固定資産除却損 108 133

賃貸借契約解約損 47 9

減損損失 542 481

固定資産圧縮損 214 242

災害による損失 35 162

その他 0 48

特別損失合計 1,084 1,078

税金等調整前当期純利益 37,710 41,261
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

法人税、住民税及び事業税 12,988 13,130

法人税等調整額 △980 △995

法人税等合計 12,007 12,134

当期純利益 25,703 29,126

非支配株主に帰属する当期純利益 - -

親会社株主に帰属する当期純利益 25,703 29,126
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当期純利益 25,703 29,126

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 25 56

土地再評価差額金 134 -

退職給付に係る調整額 61 8

その他の包括利益合計 221 65

包括利益 25,924 29,191

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 25,924 29,191

非支配株主に係る包括利益 - -
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,931 7,430 215,145 △3,939 222,567

当期変動額

剰余金の配当 △10,055 △10,055

親会社株主に帰属す

る当期純利益
25,703 25,703

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 -

土地再評価差額金の

取崩
△134 △134

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - 15,513 △0 15,513

当期末残高 3,931 7,430 230,658 △3,940 238,080

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券評

価差額金
土地再評価差額金

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 56 △1,940 △120 △2,003 28 220,592

当期変動額

剰余金の配当 △10,055

親会社株主に帰属す

る当期純利益
25,703

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 -

土地再評価差額金の

取崩
△134

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

25 134 61 221 0 222

当期変動額合計 25 134 61 221 0 15,735

当期末残高 82 △1,805 △58 △1,781 29 236,328
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当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,931 7,430 230,658 △3,940 238,080

当期変動額

剰余金の配当 △12,512 △12,512

親会社株主に帰属す

る当期純利益
29,126 29,126

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 65 46 112

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - 65 16,614 45 16,726

当期末残高 3,931 7,496 247,272 △3,894 254,806

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券評

価差額金
土地再評価差額金

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 82 △1,805 △58 △1,781 29 236,328

当期変動額

剰余金の配当 △12,512

親会社株主に帰属す

る当期純利益
29,126

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 112

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

56 - 8 65 △29 35

当期変動額合計 56 - 8 65 △29 16,761

当期末残高 139 △1,805 △50 △1,716 - 253,090



株式会社サンドラッグ(9989) 2024年３月期 決算短信

11

（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 37,710 41,261

減価償却費 12,068 15,127

減損損失 542 481

固定資産圧縮損 214 242

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 173 164

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 17

契約負債の増減額（△は減少） 722 957

受取利息及び受取配当金 △126 △128

支払利息 36 32

国庫補助金 △451 △429

違約金収入 △5 △133

固定資産除却損 121 133

売上債権の増減額（△は増加） △2,679 △4,515

棚卸資産の増減額（△は増加） △7,199 △8,427

未収入金の増減額（△は増加） △541 △616

仕入債務の増減額（△は減少） 3,860 3,364

未払費用の増減額（△は減少） 697 296

長期預り金の増減額（△は減少） 66 29

未払消費税等の増減額（△は減少） 95 △206

その他 1,732 6,880

小計 47,042 54,531

利息及び配当金の受取額 10 12

利息の支払額 △6 △4

法人税等の支払額 △10,123 △13,911

補助金の受取額 451 429

その他 5 131

営業活動によるキャッシュ・フロー 37,380 41,188

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △24,789 △36,426

無形固定資産の取得による支出 △1,324 △1,799

貸付けによる支出 △920 △312

貸付金の回収による収入 93 107

投資有価証券の取得による支出 - △35,377

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△1,004 -

敷金及び保証金の差入による支出 △1,765 △1,631

敷金及び保証金の回収による収入 859 503

その他 338 87

投資活動によるキャッシュ・フロー △28,512 △74,850

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △80 35,000

長期借入金の返済による支出 △7,191 -

配当金の支払額 △10,053 △12,511

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △17,326 22,487

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,458 △11,173

現金及び現金同等物の期首残高 89,330 80,872

現金及び現金同等物の期末残高 80,872 69,698
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社グループの主たる事業は、主に医薬品、化粧品、日用雑貨を販売目的とするドラッグストア事業と、主に

食料品、家庭雑貨等を販売目的とするディスカウントストア事業で区分され、各々包括的な戦略を立案し、事業

活動を展開しております。

従って、当社グループは、販売形態のセグメントで構成されており、事業活動の内容及び経営環境に関して適

切な情報を提供するため、ドラッグストア事業とディスカウントストア事業の２つを報告セグメントとしており

ます。

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と概ね同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間

の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額(注)２ドラッグストア

事業
ディスカウント
ストア事業

計

売上高

外部顧客への売上高 401,962 288,500 690,462 － 690,462

セグメント間の内部売上高
又は振替高

49,559 11 49,571 △49,571 －

計 451,521 288,511 740,033 △49,571 690,462

セグメント利益 23,665 13,787 37,452 － 37,452

セグメント資産 266,027 120,712 386,740 △26,067 360,672

その他の項目

減価償却費 (注)３ 7,156 4,852 12,008 － 12,008

のれんの償却額 60 － 60 － 60

有形固定資産及び (注)４
無形固定資産の増加額

27,290 11,103 38,393 － 38,393

（注）１．調整額は以下のとおりであります。

（1）セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去によるものであります。

（2）セグメント資産の調整額は、全額セグメント間相殺消去によるものであります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．減価償却費には、長期前払費用の償却費が含まれております。

４．有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用の増加額が含まれております。

５．顧客との契約から生じる収益以外の収益は、重要性が乏しいため、区分しておりません。
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当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額(注)２ドラッグストア

事業
ディスカウント
ストア事業

計

売上高

外部顧客への売上高 437,950 313,826 751,777 － 751,777

セグメント間の内部売上高
又は振替高

53,463 11 53,475 △53,475 －

計 491,414 313,838 805,252 △53,475 751,777

セグメント利益 25,707 15,288 40,996 － 40,996

セグメント資産 310,231 137,351 447,583 △27,375 420,208

その他の項目

減価償却費 (注)３ 9,657 5,355 15,012 － 15,012

のれんの償却額 115 － 115 － 115

有形固定資産及び (注)４
無形固定資産の増加額

22,351 13,819 36,170 － 36,170

（注）１．調整額は以下のとおりであります。

（1）セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去によるものであります。

（2）セグメント資産の調整額は、全額セグメント間相殺消去によるものであります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．減価償却費には、長期前払費用の償却費が含まれております。

４．有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用の増加額が含まれております。

５．顧客との契約から生じる収益以外の収益は、重要性が乏しいため、区分しておりません。

【関連情報】

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
全社・消去 合計

ドラッグストア事業 ディスカウントストア事業 計

減損損失 491 50 542 － 542

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
全社・消去 合計

ドラッグストア事業 ディスカウントストア事業 計

減損損失 446 34 481 － 481

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
全社・消去 合計

ドラッグストア事業 ディスカウントストア事業 計

当期末残高 1,671 － 1,671 － 1,671

(注) １．のれん償却額に関しては、セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
全社・消去 合計

ドラッグストア事業 ディスカウントストア事業 計

当期末残高 1,556 － 1,556 － 1,556

(注) １．のれん償却額に関しては、セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり純資産額 2,020.97円 2,164.06円

１株当たり当期純利益 219.83円 249.07円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

219.82円 －円

（注）１．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

２．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 25,703 29,126

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

25,703 29,126

普通株式の期中平均株式数(株) 116,923,310 116,942,698

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額
(百万円)

－ －

普通株式増加数(株) 7,800 －

(うち新株予約権(株)) (7,800) (－)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり当期純利益金額の算定に含まれなかった潜
在株式の概要

―

(重要な後発事象)

当社は、当社の持分法適用会社である株式会社キリン堂ホールディングスにて締結を行っている金融機関からの

借入金に対する債務保証を行っております。

(１)借入の目的

当社の持分法適用会社である株式会社キリン堂ホールディングスが既存の借入金の借換えを行い、より安

定した長期かつ低利な資金を調達することで、金融費用を大幅に低減させるものであります。

(２)借入金の内容

借入金額 445億円

実 行 日 2024年４月16日

返済期限 2031年４月16日

(３)債務保証の内容

債務保証金額 445億円


